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１．はじめに  

 環境問題が叫ばれる昨今，各道路管理者においては様々な緑化策の強化を打ち出している．首都高速道路に

おいても，ヒートアイランド対策および CO2 の削減による地球温暖化対策，癒し効果による走行安全性の向上，

景観修景回復を果たすことを目的とし，緑地の創出を進めている． 

本稿では，首都高において，これまでに実施してきた代々木パーキングエリア遮音壁部の壁面緑化および 5

号池袋線飯田橋カーブ拡幅部（通称：イカの耳）の緑化について報告する． 

２．代々木パーキングエリアにおける壁面緑化  

(1)実施背景および目的 

平成 20 年 4 月 26 日にリニューアルオープンした代々木 PAでは，明治神宮の杜に隣接した立地を活かし，

「都市の中の小さな森」をコンセプトとして，建物の改修および駐車エリアの拡大のみならず，ヒートアイラ

ンド対策や自然エネルギーの活用，壁面や屋上の緑化など，様々な環境対策を行っており，今後の都市型 PA

のモデルを目指した． 

主なエコ対策としては，駐車エリアの遮熱性舗装や風力と太陽光を活用したハイブリッド発電，建物では屋

上緑化，節水トイレ，遮熱ガラスなどを導入しており，それらのひとつとして，無機質な遮音壁やコンクリー

ト擁壁部への有機的な緑化を施すことにより，環境改善のみならずお客様への癒しの提供および景観改善を目

的とした． 

(2)実施状況 

遮音壁部の緑化状況を写真-1に示す． 

 遮音壁部は通路に面しているため，壁面の前面に大きく張り出す構造

では歩行の妨げとなるため，できる限り薄い構造を求めた．さらに，植

物の生育には水が欠かせないが，イニシャルコストやメンテナンス性も

考慮し，複雑でシステマティックな灌水システムは採用せずに，シンプ

ルな構造で植物の生育をサポートできるものを求めた． 

その結果，有機的で多孔質な特性を活かすことで，保水性や吸着性に

優れ，植物との相性もよい溶岩を活用したパネルを採用することとした． 

また，前述の歩行空間の確保に伴い，図-1 に示すとおり既設吸音板設

置空間の 100mm の厚さを活用し，内部にプランターを設けることにより

植物の生育に不可欠な土壌を設け，郵便ポスト状の開口部より蔦系植物

を中心とした植栽を実施した． 

さらに，パネル上部には灌水用の樋を設け，そこに這わせたドリップ

チューブに簡易なタイマーを接続し，定期的にパネル前面の溶岩部およ

び背面のプランター部に水を供給する仕組みとした． 

通常の吸音パネルから遮音壁型緑化パネルに変更することによる遮音

効果については，多孔質である溶岩そのものにも吸音効果はあるものの 

当社仕様には満たないため，遮音壁上部に特殊吸音板を設置することにより補完することとした．さらに当該

箇所は外側の街路側にも吸音板が設置されていることから騒音レベルには変化のない結果となった． 
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写真-1 遮音壁部緑化状況 

図-1 遮音壁部緑化パネルイメージ図
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 植物の生育状況については，設置後約 1年が経過した現在，想定どお

りの十分な生育を果たし，安らぎの空間を創出している． 

(3)今後の展開 

遮音壁型緑化パネルにおいて，今回設置したものは遮音壁単体として

の吸音効果は満足できるレベルにはないため，今後は溶岩の透過性を活

かしつつ従来の吸音板の効果を合わせることにより，吸音板としての性

能を満足する仕様にて開発を進める予定である． 

なお，開発にあたっては図-2に示すイメージのように本線部での適 

用も視野に入れ，衝突時などのフェールセーフ機能を十分に検討していきたいと考える． 

３．飯田橋拡幅部における緑化  

(1)実施背景および目的 

首都高速道路において利用されていなかった特殊空間である計画路線

接続などのための拡幅箇所（通称：イカの耳）を活用した，新たな道路

空間の緑地創出を目的とし，5号池袋線飯田橋付近にて緑化を実施した． 

 当該箇所は，渋滞ポイントであるとともに飯田橋駅前という立地，さ

らに近接するビルが多いため高速外からの視点も含めアピール性が高い

と考え，今回はその中でコスト面を考慮し上り線側を対象とした．（図

-3） 

(2)実施状況 

写真-2 に示すとおり，イカの耳の平面部および高欄壁面において緑化

を実施した．平面部においては細かな溶岩を土壌とし，乾燥に強い植物

（常緑キリン草，セダム類，シダ類等）を植栽することにより無灌水で

の生育が可能となる．また，多孔質な溶岩の特性により土などに比べて

軽量であるため死荷重の増加を抑えることが可能である． 

高欄壁面においては，代々木 PA の壁面緑化（擁壁側タイプ）と同様の溶

岩パネルを設置し，無機質なコンクリート面に緑化を施した． 

(3)今後の展開 

試験的に実施した本工事において，今後，植物の生育や安全性を検証したうえで，他のイカの耳，さらには

その他の利用されていないスペースを活用した緑化を展開していきたいと考える． 

４．おわりに  

 都市の大動脈を担うインフラである首都高速道路においては，環境対策および景観

向上に期する緑化対策は，社会的責務であると言える． 

しかしながら，都市内さらには高速道路上での緑化には，安全性や灌水，日照など

様々な課題が山積しており，これらをひとつずつクリアーしていかなければならない．

それには新しいアイディアを積極的に取り入れ，創出していく必要がある． 

今回実施した遮音壁型緑化パネルについては，試行錯誤で検討や試作を重ねた結果，

2008 年度グッドデザイン賞を受賞し特許出願も行うなど，新たな取組みとして一定

の評価を得ることができた． 

 今後は，安全性や法的な制約を十分にクリアーした上で写真-3 に示す高架下への

展開や，グリーン広告としての要素等をはじめとする様々な形での積極的な緑化を実

施していきたいと考える． 

図-2 緑化パネル本線部適用イメージ図 

図-3 施工箇所図 

写真-2 イカの耳緑化状況 

写真-3 橋脚緑化状況 
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